
　
　
年
も
、
洞
爺
湖
町
の
夏
を
彩
る
夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
神
輿
や
盆
踊

　
　
り
な
ど
地
域
色
あ
ふ
れ
る
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
各
地
区
で

開
か
れ
た
主
な
夏
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

町
内
夏
祭
り
盛
り
上
が
る

夏
　
　
爺
湖
温
泉

　
　
で
は
、
７

月
28
日
〜
8
月

15
日
ま
で
花
火

鑑
賞
船
乗
り
場

特
設
会
場
で
、

洞
爺
湖
温
泉
夏

祭
り
（
洞
爺
湖

温
泉
観
光
協
会

主
催
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、

湖
畔
に
射
的
や

輪
投
げ
、
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
な
ど

の
縁
日
広
場
が

オ
ー
プ
ン
。
８
月
１
日
か
ら
15
日

ま
で
は
、
毎
晩
盆
踊
り
大
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
盆
踊
り
開
催
中

の
６
日
は
子
ど
も
盆
踊
り
、
14
日

に
は
仮
装
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
住

民
や
観
光
客
ら
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
　
月
30
日
に
は
、
洞
爺
地
区
で

　
　
洞
爺
夏
ま
つ
り
を
開
催
。
午

前
中
は
、
稚
児
行
列
や
聖
徳
太
子

祭
を
実
施
し
、
午
後
か
ら
は
、
と

う
や
水
の
駅
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場

に
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
で
、
洞
爺
中
の
吹
奏
楽
演
奏
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
多
様
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
会
場
内
で
は
数
年
ぶ
り

の
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
る
人
た
ち
で
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
、
同
夏
ま
つ
り
の

メ
イ
ン
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

住
民
ら
は
、
迫
力
あ
る
太
鼓
台
や

洞
爺
音
頭
の
響
き
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
　
田
地
区
で
は
、
８
月
16
日
か

　
　
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
、
虻

田
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
境
内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス

虻テ
ー
ジ
で
は
、

16
日
宵
宮
祭
、

17
日
本
祭
の
２

日
間
に
わ
た
っ

て
、
町
内
各
団

体
に
よ
る
出
し

物
や
町
民
の
ど

自
慢
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

本
祭
で
は
、

朝
か
ら
神
輿
を

乗
せ
た
車
が
町

内
を
回
り
、
沖

合
を
巡
行
す
る
海
上
渡
御
も
実

施
。
夕
方
か
ら
は
、
で
ん
で
ん
広

場
か
ら
虻
田
神
社
ま
で
、
町
民
た

ち
が
神
輿
を
担
い
で
練
り
歩
き
、

最
後
に
境
内
の
階
段
を
一
気
に
駆

け
上
が
り
社
殿
に
奉
納
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
の
後
日
祭
で
は
、
虻
田

神
社
祭
典
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

夕
日
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
さ
れ
、
愛
好
者
た
ち
が
和
気
あ

い
あ
い
の
中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今

洞

７
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を
満
喫

趣向を凝らした仮装で楽しむ盆踊り大会

神輿を担ぎ境内の階段を駆け上がる虻田神社例大祭

洞爺音頭で盛り上がる洞爺夏まつり


